






(2) 当財団が公益財団法人化を達成したのでサポート会員の一層の増加が望まれます。今後の努
力が期待されます。 

(3) 当財団の収益事業は順調でその活動の経済的基盤が堅実になっていることを評価します。 

（4） 昨年５月のコロナの第５類への移行後、当財団の職員の勤務形態が新たに在宅勤務も可能と
なるなど変化がありました。また、チャリティーコンサートや海外でのワークキャンプも再開さ
れる等、休止を余儀なくされていた活動が始められました。 

（5） 当財団の主たる４事業、即ち世界の子供支援事業、難民支援事業、奉仕者育成事業、災害支
援事業はそれぞれの活動を順調に再開または展開していることを評価します。 
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